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下流側管口耐震性可とう継手設置（ マグマロック工法）

上流側耐震性可とう継手撤去

高段汚水幹線
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高段汚水幹線管渠更生工事
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注1）所在が確認できない公共桝は、宅内配管図等により事前に確認を行うこと。
(        )内の値は台帳記載値

(        )内の値は台帳記載値
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高段幹線管更生工模式図 S=1: 100
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マンホールと管きょの接続部の耐震化構造図

（参考図）縮尺free
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※　実施にあたっては事前調査を行い壁厚、管継手位置等

　　の結果をもとに誘導目地の位置を決定する。
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※　更生後の管径がφ2200を超える場合はステンレススリーブの厚みは4mmとなります。

ダンビー

ダンビー

ダンビー

900 外圧管 2075 55 12.5851 60ダンビー

1000

1100

外圧管

外圧管

2082 62

2088 68

12.5941 80

12.580

ダンビー

ダンビー

1200 外圧管 2095 75 12.580ダンビー

1200

1041

1141

マンホールと管きょの接続部

図面番号

課
　
長

係
　
長

照
　
査

設
　
計

図　示

工 事 名

箇 所 名

図 面 名

縮   尺

松本市 本庄２丁目

耐震化構造図

３ 葉中 ３

松本市　上下水道局

令和６年度　公共下水道

高段汚水幹線管渠更生工事


